
9.周辺モニター-133 Ｆ１５０９１６

バックガイド用キット
08695-0050108695-00521

08695-00H11
08695-00541

08695-0053108695-00622
08695-00J31
08695-00J91

08695-0075108695-00H21
08695-0055108695-00H91
08695-00F9108695-00H31
08695-00J41
08695-00K2108695-00K31

08695-00K60

08695-00J51

08695-00K50

各車両の修理書に記載されているエアバックの取り外し、ステアリングの取り外しなどの注意事項
を熟読し、正しい手順方法で作業を行ってください。

注 意

08695-00K90
08695-00K40

08695-00K80



9.周辺モニター-134 Ｆ１５０９１６

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑩ ⑫

⑬ ⑮ ⑯

⑰ ⑳

� �

⑲

��

�

新細線用

⑪

0.3〜0.5sq用

�

0.85〜1.25sq用

⑱

0.3〜0.5sq用

⑭

⑨

�



9.周辺モニター-135 Ｆ１４０６１１

構成部品 08695-00501
No. 品　　名 個数

⑩ 接続コード A 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� 両面テープ（大） 1

08695-00521
No. 品　　名 個数

⑫ 接続コード E 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� 両面テープ（大） 1

構成部品

⑩

⑳ �

�

⑲

⑫

⑳ �

�

⑲



9.周辺モニター-136 Ｆ１４０６１１

08695-00531
No. 品　　名 個数

① 舵角センサー 1

⑬ 接続コード F 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� 両面テープ（大） 1

� グリス 1

構成部品
⑬

⑳

� �

⑲

�

08695-00622
No. 品　　名 個数

④ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
④ ⑮

⑳

�

⑲

①



9.周辺モニター-137 Ｆ１４０６１１

08695-00H11
No. 品　　名 個数

⑥ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑥ ⑮

⑳

�

⑲

08695-00J31
No. 品　　名 個数

⑰ 接続コード L 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

構成部品
⑰ ⑲

⑳ �



9.周辺モニター-138 Ｆ１４０６１１

08695-00541
No. 品　　名 個数

② 舵角センサー 1

⑭ 接続コード G 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� 両面テープ（大） 1

� グリス 1

構成部品

⑳

� �

⑲

�

⑭

08695-00J91
No. 品　　名 個数

⑧ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑧ ⑮

⑳

�

⑲

②



9.周辺モニター-139 Ｆ１４０６１１

08695-00751
No. 品　　名 個数

⑤ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑤ ⑮

⑳

�

⑲

08695-00H21
No. 品　　名 個数

⑦ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑦ ⑮

⑳

�

⑲



9.周辺モニター-140 Ｆ１４０６１１

08695-00551
No. 品　　名 個数

① 舵角センサー 1

⑪ 接続コード C 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� グリス 1

� 電源サブハーネス （白：黄コード） 1

構成部品
① ⑪

0.3〜0.5sq用

⑳

�

⑲

�

�

0.85〜1.25sq用

08695-00H91
No. 品　　名 個数

① 舵角センサー 1

⑪ 接続コード C 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� グリス 1

� 電源サブハーネス （白：黄コード） 1

� �電源サブハーネス �（青：赤コード） 1

構成部品
①

�

⑪

0.3〜0.5sq用

�

新細線用

�

0.85〜1.25sq用

⑳⑲

�



9.周辺モニター-141 Ｆ１４０６１１

08695-00F91
No. 品　　名 個数

④ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

� ターゲットバー 1

構成部品
④

�

⑮

⑳⑲

�

08695-00H31
No. 品　　名 個数

⑥ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

� ターゲットバー 1

構成部品
⑥ ⑮

⑳

�

⑲

�



9.周辺モニター-142 Ｆ１４０６１１

08695-00J41
No. 品　　名 個数

⑫ 接続コード E 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� 両面テープ（大） 1

� ターゲットバー 1

構成部品
⑫ ⑲

⑳ �

� �

08695-00J51
No. 品　　名 個数

① 舵角センサー 1

⑪ 接続コード C 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� グリス 1

� ターゲットバー 1

� 電源サブハーネス （白：黄コード） 1

構成部品
① ⑪

0.3〜0.5sq用

⑳⑲

� �

� �

0.85〜1.25sq用



9.周辺モニター-143 Ｆ１４０６１１

08695-00K21
No. 品　　名 個数

③ 舵角センサー 1

⑱ 接続コード M 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

� 電源サブハーネス （白：黄コード） 1

� �電源サブハーネス �（青：赤コード） 2

構成部品
③ ⑱

0.3〜0.5sq用

⑳

�

⑲

�

新細線用

�

0.85〜1.25sq用

08695-00K31
No. 品　　名 個数

① 舵角センサー 1

⑬ 接続コード F 1

⑲ バンドクランプ 7

⑳ ハーネス固定テープ 2

� 保護シート 1

� 両面テープ（大） 1

� グリス 1

� ターゲットバー 1

構成部品
⑬

⑳

� �

⑲

��

①



9.周辺モニター-144 Ｆ１４０６１１

08695-00K40
No. 品　　名 個数

⑨ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑮

⑳

�

⑲

08695-00K50
No. 品　　名 個数

③ 舵角センサー 1

⑯ 接続コード K 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑯

⑳

�

⑲

③

⑨



Ｆ１５０９１６9.周辺モニター-144-1

08695-00K60
No. 品　　名 個数

③ 舵角センサー 1

⑯ 接続コード K 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

� ターゲットバー 1

構成部品
⑯

⑳

�

⑲

③

�

08695-00K90
No. 品　　名 個数

⑧ 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

� ターゲットバー 1

構成部品
⑧ ⑮

⑳

�

⑲

�



9.周辺モニター-145 Ｆ１５０９１６

08695-00K80
No. 品　　名 個数

� 用品スパイラルケーブル ASS'Y 1

⑮ 接続コード H 1

⑲ バンドクランプ 6

⑳ ハーネス固定テープ 1

� 保護シート 1

構成部品
⑮

⑳

�

⑲

�



9.周辺モニター-146 Ｆ１４０６１１

車両前

アースコード バッテリー電源コード

IG電源コード
接続コード

【車両に舵角センサーがついていない場合】

車両前

接続コード

【車両に舵角センサーがついている場合】

用品舵角センサー

バックガイドモニター配線概要

舵角センサー（既設）または
用品舵角センサー

エアバッグシステムはバックアップ電源を備えているため、バッテリーの⊖ターミナルを外してか
ら90秒経過しないうちに作業を開始するとエアバッグが作動する可能性があります。
作業開始は必ずバッテリーの⊖ターミナルを外した後、90秒以上経過してから開始してください。

注 意

配線概要は車種により異なりますので、「車種別取付要領書」を参照してください。

アドバイス



9.周辺モニター-147 Ｆ１４０６１１

（2）� ホーンボタンASS'Yのトルクスボルト
を緩める。

（3）� トルクスボルト（２本）を引き出す。

車両前

車両前

車両前

トルクスボルト

コラムアッパーカバー

コラムロワカバー

車両前

車両前

トルクスボルトを
引き出す

・スパイラルケーブルの取り外し要領

バックガイドモニター取付要領

（1）� コラムカバーを取り外す。

・�ハンドル位置、タイヤ角度を目視で確
認してから作業を行ってください。

・�走行する際は、必ず平坦な舗装路で
行ってください。

注 意

実際に車両を走行して、ステアリングホ
イールASS'Yが中立位置（ハンドル直進
状態）であることを確認してください。

注 意

脱着要領は車種により異なりますので、
「車種別取付要領書」を参照してください。

アドバイス

元に戻す際は、「車種別取付要領書」のトル
ク値（Ｔ）N・ｍにて締め付けてください。

注 意

�脱着要領は車種により異なりますので、
「車種別取付要領書」を参照してください。

アドバイス

・トルクスボルトの締付トルクは、車種
により異なりますので、「車種別取付要
領書」を参照してください。

・�トルクス部分にキズを付けないように
してください。

注 意

�ニードルノーズプライヤー等でつまんで
トルクスボルトを引き出してください。

アドバイス



9.周辺モニター-148 Ｆ１４０６１１

良い例

悪い例

展開面を上にする

裏面

ホーンボタンASS'Y

ホーンボタンASS'Y

ツメを引き上げる

車両前

ホーンボタンASS'Y

エアバッグコネクター

（4）� ホーンボタンASS'Yを浮かせながら、
エアバッグコネクターを取り外す。

（5）� ホーンボタンASS'Yを取り外す。

（6）� ホーンボタンASS'Y（エアバッグ）を取
り外した後、必ず展開面を上にして保
管する。

・�エアバッグの上に物を置いたり、エア
バッグの重ね置きをしないでください。

・�万一、何らかの原因でエアバッグが作動
した時、展開面が下を向いていると重
大な事故につながる恐れがあります。

警 告

・�エアバッグコネクターの黄色いツメを
上に引き上げて取り外してください。

・�エアバックコネクターの形状が車種に
より異なりますが、同様にツメを引き
上げて取り外してください。

・エアバッグコネクターを復元する際
は、ツメの部分を押し込んでください。

注 意

エアバッグシステムはバックアップ電源
を備えているため、バッテリーの⊖ターミ
ナルを外してから90秒経過しないうちに
作業を開始するとエアバッグが作動する
可能性があります。作業開始は必ずバッ
テリーの⊖ターミナルを外した後、90秒
以上経過してから開始してください。

注 意



9.周辺モニター-149 Ｆ１４０６１１

車両前

アースコードコネクター

テープ等で固定するスパイラルケーブル

車両前

テープ等で固定する

車両前

車両前

ステアリングホイールASS'Y

合わせマークをつける

ステアリングシャフト

六角ナット

（7）� スパイラルケーブル側のアースコード
コネクターを取り外す。

（8）� スパイラルケーブルをテープ等で固定
する。

（9）� ステアリングホイールASS'Yの六角
ナットを取り外す。

・ステアリングホイールASS'Yのセン
ター位置ずれを防ぐ為、ステアリング
ホイールASS'Yとステアリングシャフ
トに合わせマークをつけてください。

・復元の際は、ステアリングホイール
ASS'Yとステアリングシャフトの合
わせマークを合わせてステアリングホ
イールASS'Yを組み付けてください。
	 また、全ての作業終了後、必ずステアリ
ングホイールASS'Yのセンター位置確
認を行ってください。

・ステアリングホイールASS'Yの六角
ナットの締付トルクは、車種により異
なりますので、「車種別取付要領書」を
参照してください。

・必ずバッテリーの⊖ターミナルを外し
た状態で作業を行ってください。
	 万一、バッテリーを接続した状態でス
パイラルケーブルが回転すると、タイ
ヤが直進状態でないにもかかわらず、
舵角センサーは直進と認識する恐れが
あります。

・ステアリングホイールASS'Yの六角
ナットを取り外す際に、ステアリング
ホイールASS'Yが回らないようにして
ください。

注 意

・ステアリングホイールASS'Yが中立位
置（ハンドル直進状態）であることを確
認後にテープ等で固定してください。

・ステアリングホイールASS'Yを取り外
した後、スパイラルケーブルが回らない
ようにテープ等で固定してください。

・スパイラルケーブルは左回り（または
右回り）に2.5回転以上回すと、スパイ
ラルケーブルを破損します。

・テープはステアリングホイールASS'Y
を復元した後、取り外してください。

注 意



9.周辺モニター-150 Ｆ１４０６１１

車両前

ツメを引っ張る

エアバッグ用コネクター

スパイラルケーブル用コネクター

車両前

SST

（10）�SSTをステアリングホイールASS'Yに
セットし、SSTを使用してステアリン
グホイールASS'Yを取り外す。

（11）�スパイラルケーブルのコネクター（２
箇所）を取り外す。

（12）�スパイラルケーブルを取り外す。

スパイラルケーブル

クリップ×3
車両前

・必ずバッテリーの⊖ターミナルを外し
た状態で作業を行ってください。
	 万一、バッテリーを接続した状態でス
パイラルケーブルが回転すると、タイ
ヤが直進状態でないにもかかわらず、
舵角センサーは直進と認識する恐れが
あります。

・エアバッグ用コネクター（黄色）は、コ
ネクターのツメを引っ張りながら取り
外してください。

注 意

スパイラルケーブルを取り外す際、スパ
イラルケーブルが回らないように注意し
て取り外してください。

注 意

SST品番は車種により異なりますので
「車種別取付要領書」を参照してください。
１.SSTのセンターボルト（ネジ部および
先端部）は、グリス等を塗布してから使
用してください。

２.ステアリングホイールASS'Yは、必ず
中立位置（ハンドル直進状態）にしてか
ら取り外し作業を行ってください。

注 意



9.周辺モニター-151 Ｆ１４０６１１

幅の広い方が上側

①、②舵角センサー ・舵角センサーの取付要領
■  08695-00531、08695-00541、		
08695-00551、08695-00H91、		
08695-00J51、08695-00K31の場合

スパイラルケーブル

クリップ×６

位置ぎめ×2

スパイラルケーブル

車両前

車両前

スパイラルケーブル

舵角センサー
（車両既設）

①または②
舵角センサー

①または②
舵角センサー

（2）� �スパイラルケーブルから舵角センサー
（車両既設）を取り外し、舵角センサー
①または②をスパイラルケーブルに組
み付ける。

（3）� スパイラルケーブルに舵角センサー①
または②を組み付ける。

■  08695-00531、08695-00541、08695-00K31
	 の場合

（1）� 舵角センサー合わせ面の位置を確認す
る。� �

舵角センサー内側部分（白い部分）の凸部
は、幅が広い方を上側に向けてください。

注 意

スパイラルケーブルから舵角センサー
を取り外す際、スパイラルケーブルのク
リップ部を破損しないように慎重に取り
外してください。

注 意

・�スパイラルケーブルと舵角センサー①
または②の位置決めを合わしながら組
み付けてください。

・�スパイラルケーブル側のクリップがカ
チッと音がするまで押し込んでくださ
い。

・�クリップ６箇所がきちんと嵌合してい
ることを確認してください。

注 意



9.周辺モニター-152 Ｆ１４０６１１

クリップ×３

スパイラルケーブルASS'Y

車両前

スパイラルケーブルASS'Y

ステアリングシャフト

�グリスを塗る

�グリスを塗る

センターリングマーク

車両前

・スパイラルケーブルセンター出しのチェック方法
（誤ってスパイラルケーブルを回してしまった場合）

�スパイラルケーブルを反時計方
向に軽くロックするまで回して
ください。
ロック位置から時計回り方向に
2.5 回転戻し、左図の▲と▼のセ
ンターリングマークに合わせて
ください。
小窓がある場合は、小窓からオ
レンジマークが見えていること
を確認する。

１.�

２.

３.�

■ 小窓がある場合
小窓からオレンジマーク
が見える

（4）� スパイラルケーブルASS'Yの合わせ部
分にグリス�を塗布する。

（5）� スパイラルケーブルASS'Yを車両（ス
テアリングシャフト）に組み付ける。

・スパイラルケーブルASS'Yの合わせ部
分（４箇所）にグリス�を適量（米粒１
粒ぐらい）塗布してください。グリス
�を塗布しないと、異音発生の原因に
なります。	

・グリス�は表面に塗布してください。

注 意

・�スパイラルケーブルのクリップ（３箇
所）がカチッと音がするまで押し込ん
でください。

・�クリップ３箇所がきちんと嵌合してい
ることを確認してください。

・�スパイラルケーブルが回っていないこ
とを確認してください。

注 意
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車両前

ワイパースイッチ

車両前

車両ハーネス ナビゲーションへ

舵角センサーへ

車両ハーネス

車両前

⑬接続コード
�両面テープ（大）

⑳ハーネス固定テープ

舵角センサー（既設）
のコネクター

舵角センサーへ

⑬��接続コード
（5Pオス）

（6）� 舵角センサーと車両ハーネスの間に接
続コード⑬を接続する。�

（7）� 接続したコネクターをワイパースイッ
チ裏に両面テープ（大）�およびハーネ
ス固定テープ⑳で固定する。

（8）� スパイラルケーブルに車両ハーネスを
戻す。

■  08695-00531、08695-00K31の場合

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑬は、つっぱると断線の可
能性があり、膨らみすぎるとコラムカ
バーと干渉しますので、注意してくだ
さい。

・接続コード⑬がかみ込まないように注
意して配線してください。

・�接続コード⑬は、車両ハーネスの内側
を通し配線してください。

・�コラムカバーと干渉しないことを確認
し、確実にコラムカバーを復元してく
ださい。

・�気温が低い（20℃以下）と両面テープの
粘着力が弱まります。ドライヤー等を
使用し、粘着面を暖めてから貼り付け
てください。			 

・�接続コード⑬の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

・�コネクターの固定場所は、車種により
異なります。「車種別取付要領書」を参
照してください。

注 意

貼り付け位置付近は、水分、油分を十分に
ふき取ってください。	

アドバイス

接続コード⑬は、車両用ハーネスの内側
を通して配線してください。

注 意



9.周辺モニター-154 Ｆ１４０６１１

車両前

車両前

配線に余裕を持たす

配線がつっぱらないこと

良い例

悪い例

車両前

車両前

1.5〜2回転
巻き付ける

車両ハーネス

⑲バンドクランプ

��舵角センサー

※

⑬接続コード

（9）� 接続コード⑬をテープで固定しながら
配線する。

（10）�接続コード⑬をバンドクランプ⑲で固
定しながら配線する。

・ステアリングコラムロワカバー復元
時、接続コード⑬および車両ハーネス
が舵角センサー（※部）を下から押さえ
つけないよう接続コード⑬を確実に固
定してください。左図の様に配線を行
わないと、舵角センサーの不具合発生
につながり、故障の原因になる恐れが
あります。

・接続コード⑬の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

・最初の固定場所がテープの場合は、1.5〜
2回転テープを巻き付けてください。	

注 意

左図の悪い例のように配線がつっぱらな
いように、少し余裕を持たせてテープで
固定してください。

注 意

接続コード⑬の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意
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車両前

車両前

⑲バンドクランプ×4

⑳ハーネス固定テープ

（11）�接続コード⑬をバンドクランプ⑲で固
定しながら配線する。

（12）�接続コード⑬をハーネス固定テープ⑳
で固定しながらオーディオ開口部まで
配線する。

⑬接続コード

⑬接続コード

接続コード⑬の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

接続コード⑬の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意
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車両前

舵角センサー（既設）
のコネクター

舵角センサーへ

⑭接続コード
（10Ｐオス）

⑲バンドクランプ

車両前

舵角センサー（既設）
のコネクター

⑲バンドクランプ×3

※

⑭接続コード
舵角センサー

車両前

車両前

車両コネクター

接続コード（10Ｐメス）

車両前

余長箇所

⑳ハーネス固定テープ

■  08695-00541の場合

（13）�舵角センサーのコネクター（車両ハー
ネス）に接続コード⑭を接続する。

（14）�スパイラルケーブルの車両コネクター
を戻し、接続コード⑭をバンドクラン
プ⑲で固定しながら配線する。

（15）�接続コード⑭をバンドクランプおよび
ハーネス固定テープで固定しながら配
線する。

チルト機構、ワイパーレバーやテレスコな
どの動作を妨げないように注意してくだ
さい。

アドバイス

・ロワカバー復元時、舵角センサー（※
部）に無理な力が加わると故障の原因
につながります。車両ハーネス、接続
コードが確実に収納できているか確認
しながら復元してください。

・接続コード⑭は、つっぱると断線の可
能性があり、膨らみすぎるとコラムカ
バーと干渉しますので、注意してくだ
さい。

・接続コード⑭がかみ込まないように注
意して配線してください。

・�接続コード⑭は、スパイラルケーブル
用ハーネスの内側を通し、配線してく
ださい。

注 意

余長分となった接続コード⑭は、かみ込
まないように束ねてバンドクランプ⑲を
使用して固定してください。

注 意

ハーネス固定テープ⑳は、はさみ等で切っ
て使用してください。

アドバイス

⑲バンドクランプ

⑭接続コード
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車両前

（16）�接続コード⑭を配線する。

⑭接続コード
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スパイラルケーブルASS'Y

�グリスを塗る

�グリスを塗る

（2）� �スパイラルケーブルASS'Yの合わせ部
分にグリス�を塗布する。

スパイラルケーブル
クリップ×６

位置ぎめ×2

スパイラルケーブル

車両前

①舵角センサー

■  08695-00551、08695-00H91、08695-00J51
の場合

（1）� �スパイラルケーブルに舵角センサー①
を組み付ける。

・スパイラルケーブルASS'Yの合わせ
部分（４箇所）にグリス�を適量（米
粒１粒ぐらい）塗布してください。�
グリス�を塗布しないと、異音発生の
原因になります。	

・グリス�は表面に塗布してください。

注 意

・�スパイラルケーブルと舵角センサー①
の位置決めを合わせながら組み付けて
ください。		

・�スパイラルケーブル側のクリップがカ
チッと音がするまで押し込んでくださ
い。			 

・�クリップ６箇所がきちんと嵌合してい
ることを確認してください。	

注 意
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（3）	 �スパイラルケーブルASS'Yを車両（ス
テアリングシャフト）に組み付ける。

クリップ×３

スパイラルケーブルASS'Y

車両前

ステアリングシャフト

センターリングマーク

車両前

・スパイラルケーブルセンター出しのチェック方法
（誤ってスパイラルケーブルを回してしまった場合）

�スパイラルケーブルを反時計方
向に軽くロックするまで回して
ください。
ロック位置から時計回り方向に
2.5 回転戻し、左図の▲と▼のセ
ンターリングマークに合わせて
ください。
小窓がある場合は、小窓からオ
レンジマークが見えていること
を確認する。

１.�

２.

３.�

■ 小窓がある場合
小窓からオレンジマーク
が見える

（5）� スパイラルケーブルに車両ハーネスを
戻す。

（4）� 舵角センサー①に接続コード⑪を接続
する。

車両前

車両ハーネス

車両ハーネスの内側を通す

車両前

⑪接続コード(10Ｐメス)

・�スパイラルケーブルのクリップ（３箇
所）がカチッと音がするまで押し込ん
でください。

・�クリップ３箇所がきちんと嵌合してい
ることを確認してください。

・�スパイラルケーブルが回っていないこ
とを確認してください。

注 意

・�接続コード⑪は、車両ハーネスの内側
を通し配線してください。

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑪は、つっぱると断線の可能
性があり、膨らみすぎるとコラムカバー
と干渉しますので、注意してください。

・接続コード⑪がかみ込まないように注
意して配線してください。

注 意

・接続コード⑪は、車両ハーネスの内側
を通して配線してください。

・車両ハーネスのコネクター嵌合後、ス
パイラルケーブルのクリップ３箇所が
きちんと嵌合していることを確認して
ください。

注 意
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車両前

テープを
1.5〜2回転
巻き付ける

舵角センサー

※

⑪接続コード（10Pメス）

（6）	 �接続コード⑪をテープで固定しながら
配線する。

車両前

車両前

配線に少し余裕を持たす

配線がつっぱらないこと

良い例

悪い例

・ステアリングコラムロワカバー復元
時、接続コードおよび車両ハーネスが
舵角センサー（※部）を下から押さえつ
けないよう接続コードを確実に固定し
てください。左図の様に配線を行わな
いと、舵角センサーの不具合発生につ
ながり、故障の原因になる恐れがあり
ます。

・接続コード⑪の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

・最初の固定場所がテープの場合は、1.5
〜2回転テープを巻き付けてください。

注 意

左図の悪い例のように配線がつっぱらな
いように、少し余裕を持たせてテープで
固定してください。	

注 意
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車両前

車両前

⑪�接続コード
（10Pメス）

⑲バンドクランプ×4

⑳ハーネス固定テープ

⑪�接続コード
（10Pメス）

（7）� 接続コード⑪をバンドクランプ⑲で固
定しながら配線する。

（8）� 接続コード⑪をハーネス固定テープ⑳
で固定しながらオーディオ取り付け位
置まで配線する。

接続コード⑪の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

接続コード⑪の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

車両前

IG電源コード

車両前

IG電源コード

・IG電源コードの配線要領

⑳ハーネス固定テープ

⑲バンドクランプ×4

（1）� 接続コード⑪のIG電源コードをバンド
クランプ⑲で固定しながら配線する。

（2）� IG電源コードをハーネス固定テープ⑳
で固定しながら配線する。

�IG電源コードの配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

�IG電源コードの配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意
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車両前

IG電源コード

⑳ハーネス固定テープ
（3）� IG電源コードをハーネス固定テープ⑳

で固定しながらIG電源取り出し位置
まで配線する。� � �

�IG電源コードの配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

・バッテリー電源の配線要領	
車両前

バッテリー電源コード

車両前

バッテリー電源コード

⑲バンドクランプ×4

⑳ハーネス固定テープ

（1）� 接続コード⑪のバッテリー電源コード
をバンドクランプ⑲で固定しながら配
線する。

（2）� バッテリー電源コードをハーネス固定
テープ⑳で固定しながらバッテリー電
源取り出し位置まで配線する。�

バッテリー電源コードの配線については
「車種別取付要領書」を参照してください。

注 意

バッテリー電源の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

注 意
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・アースコードの配線要領	
車両前

アースコード

車両前

アースコード

⑳ハーネス固定テープ

⑲バンドクランプ×4

車両前

車両前

アースコード

⑳ハーネス固定テープ

六角ボルト
Ｔ＝6.9 ～ 9.8Ｎ・ｍ

（1）� 接続コード⑪のアースコードをバンド
クランプ⑲で固定しながら配線する。

（2）� アースコードをハーネス固定テープ⑳
で固定しながら配線する。

（3）� アースコードをハーネス固定テープ⑳
で固定しながらアース取り出し位置ま
で配線する。

�アースコードの配線については「車種別取
付要領書」を参照してください。

アドバイス

アースコードの配線については「車種別取
付要領書」を参照してください。

アドバイス

・�図中の指定トルク値に従い、六角ボル
トを締め付けてください。

・�ボデーアースが確実に取れていること
をテスターで確認してください。	

注 意

�アースコードの配線については「車種別取
付要領書」を参照してください。

アドバイス
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用品舵角センサー

車両前

テープを貼る

車両前

⊖ケーブルを外す

車両前

回転させない！！

固定ピンを折らない

（1）� 用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�に回り止めテープを貼
る。

バッテリー

④、⑤、⑥、⑦、⑧、
⑨、�
用品スパイラル
ケーブルASS'Y

■  08695-00622、08695-00H11、08695-00J91、
08695-00751、08695-00H21、08695-00F91、
08695-00H31、08695-00K40、08695-00K90、
08695-00K80の場合

④、⑤、⑥、⑦、⑧、
⑨、�用品スパイラル
ケーブルASS'Y

④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、�
用品スパイラル
ケーブルASS'Y

用品舵角センサーを取り外さない！！

バッテリーの⊖ケーブルを外す作業を徹
底して行ってください。

注 意

用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�を回転させないでくださ
い。

注 意

用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�から用品舵角センサーを
取り外さないでください。用品舵角セン
サーのセンタリング方法がありませんの
で、取り外すとASS'Y交換が必要になり
ます。

注 意

用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�の固定ピンは車両に取り
付けるまで、折らないでください。

注 意
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車両前
テープをはがす

ステアリングホイールASS'Y

車両前

ステアリングシャフト

折った固定ピンは破棄する

車両前

固定ピン

車両前

固定ピン

車両前下に引っ張る パキッ！！ 車両前

固定ピンを折る

（2）� 用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�をステアリングシャフ
トに組み付ける。

（3）� 用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�の固定ピンを折る。④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、�

用品スパイラル
ケーブルASS'Y

④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、�
用品スパイラル
ケーブルASS'Y

（4）� ステアリングホイールASS'Yを組み付
ける。

（5）� 用品スパイラルケーブルASS'Y④、⑤、
⑥、⑦、⑧、⑨、�の固定用テープをはが
す。�

折った固定ピンは、破棄してください。

アドバイス

固定用テープは、必ずステアリングホ
イールASS'Yを組み付けてから外してく
ださい。

注 意
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センターリングマーク

車両前

・スパイラルケーブルセンター出しのチェック方法
（誤ってスパイラルケーブルを回してしまった場合）

�スパイラルケーブルを反時計方
向に軽くロックするまで回して
ください。			 
ロック位置から時計回り方向に
2.5 回転戻し、左図の▲と▼のセ
ンターリングマークに合わせて
ください。
小窓からオレンジマークが見え
ていることを確認する。

１.�

２.

３.�

小窓からオレンジマーク
が見える
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バッテリー

車両前

舵角センサーの
コネクター

舵角センサーへ

舵角センサー（既設）
のコネクター

車両前

車両前

車両前

舵角センサー（既設）
のコネクター

バッテリーの⊖ケーブルが付いた状態で舵角センサーのコネクター抜き差ししない。

⑮接続コード（６Pオス）

⑮接続コード（８Pメス）

⑲バンドクランプ×２

車両コネクター

⑮接続コード

（6）� 舵角センサーのコネクター（車両ハーネ
ス）に接続コード⑮を接続する。

（7）� スパイラルケーブルの車両コネクター
を戻し、接続コード⑮をバンドクラン
プ⑲で固定しながら配線する。

バッテリーの⊖ケーブルを接続した状
態で、舵角センサーのコードを接続し、
IG-ONでスパイラルケーブルを回すと舵
角センサーが使用不可能になります。

注 意

・バッテリーの⊖ケーブルが外れている
ことを確認してください。

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑮は、つっぱると断線の可
能性があり、膨らみすぎるとコラムカ
バーと干渉しますので、注意してくだ
さい。

・接続コード⑮がかみ込まないように注
意して配線してください。

・接続コード⑮は、スパイラルケーブル
用ハーネスの内側を通し、配線してく
ださい。

・接続コード⑮の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

・コネクターの固定場所は「車種別取付
要領書」を参照してください。

注 意
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車両前

車両前

余長箇所

車両前

⑲バンドクランプ×２

⑮接続コード

⑲バンドクランプ×２

⑮接続コード

（9）	 接続コード⑮をバンドクランプ⑲で固
定しながらオーディオ開口部まで配線
する。

（8）	 接続コード⑮をバンドクランプ⑲で固
定しながら配線する。

接続コード⑮の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

・余長分となった接続コード⑮は、かみ
込まないように束ねてバンドクランプ
⑲を使用して固定してください。

・接続コード⑮の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

注 意
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ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM020

車両前

①

指などで
ロック部を押さない

ロック部

車両スパイラル
ケーブル ASS’Y

スパイラルケーブルのコネクターバッテリー

バッテリーの⊖ケーブルが付いた状態でスパイラルケーブルのコネクター抜き差ししない。

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM018

車両前

①

ロック部に指を
かけない

車両スパイラルケーブル ASS’Y

ロック部を持たない！！ ■  08695-00K21、08695-00K50、
	 08695-00K60の場合

A-001

ツメ×9

用品舵角センサーを取り外さない！！

ロック部を押さない！！

ロックピン

③舵角センサー

外さない

車両スパイラルケーブルASS'Yのロック
部を持たないでください。

注 意

車両スパイラルケーブルASS'Yのロック
部は押さないでください。

注 意

単体では、舵角センサー③のロックピン
は外さないでください。

注 意
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③舵角センサー

車両前
車両スパイラル
ケーブル ASS’Y

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM021

車両前

①

（1）� 車両スパイラルケーブルに舵角セン
サー③を組み付ける。

■  08695-00K21の場合

・車両スパイラルケーブルASS'Yから舵
角センサーを取り外す際、車両スパイ
ラルケーブルASS'Yのクリップ部を破
損しないように慎重に取り外してくだ
さい。

・�スパイラルケーブル側のクリップがカ
チッと音がするまで押し込んでくださ
い。

・�クリップ６箇所がきちんと嵌合してい
ることを確認してください。

注 意

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM021

車両前

①

③舵角センサー

車両舵角センサー
車両前

車両スパイラルケーブル ASS’Y

（2）� 車両スパイラルケーブルASS'Yから車
両舵角センサーを取り外し、舵角セン
サー③をスパイラルケーブルに組み付
ける。

■  08695-00K50、08695-00K60の場合

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

車両前

①

センタリングマークが
合っていることを確認する

小窓から合わせマークが見える

スパイラルケーブル ASS’Y

（3）� スパイラルケーブルASS'Yのセンタリ
ングマークを確認する。

■  共通

・�スパイラルケーブルと舵角センサー③
の合わせ面と位置決めを合わせながら
組み付ける。

・�スパイラルケーブル側のクリップがカ
チッと音がするまで押し込んでください。

・�クリップ６箇所がきちんと嵌合してい
ることを確認してください。

注 意

小窓から合わせマークが見えることを確
認してください。

注 意
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（5）� 舵角センサー③のロックピンを取り外
す。

スパイラルケーブルと
舵角センサーを組んでから
ロックピンを外す

③舵角センサースパイラルケーブルASS'Y

（6）� スパイラルケーブルASS'Yをステアリ
ングシャフトに組み付ける。

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

車両前

車両前

①

ステアリングシャフト

スパイラルケーブル ASS’Y

（7）� ステアリングホイールASS'Yを組み付
ける。

（8）� スパイラルケーブルASS'Yの固定用
テープをはがす。�

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM006

車両前

車両前

テープをはがす

①

（4）� スパイラルケーブルASS'Yにテープを
貼る。

センタリングマークが
合っていることを確認する

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

車両前

①

テープを貼る

スパイラル
ケーブル ASS’Y

固定用テープは必ずステアリングホイー
ルASS'Yを組み付けてから外してくださ
い。

注 意

・スパイラルケーブルASS'Yのセンタリ
ングマークが合った状態でテープを固
定してください。

・ステアリングホイールASS'Yの組み付
け時のセンター出しを容易にする為に
テープで固定してください。

注 意
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センタリングマーク

・スパイラルケーブルセンター出しのチェック方法
（誤ってスパイラルケーブルを回してしまった場合）

�スパイラルケーブルを反時計方
向に軽くロックするまで回して
ください。
ロック位置から時計回り方向に
2.5 回転戻し、左図の▲と
▼のセンターリングマークに合
わせてください。
小窓から合わせマークが見えて
いることを確認する。

１.�

２.

３.�

小窓から合わせマークが
見える

スパイラルケーブルASS'Y

車両前

車両前
車両前

接続コード
バンドクランプ ×３

車両コネクター
接続コード（10P メス）

車両前

余長箇所

⑲バンドクランプ×３

⑱接続コード

⑲バンドクランプ×３

⑱接続コード

■  08695-00K21の場合

（9）� スパイラルケーブルの車両コネクター
を戻し、接続コード⑱をバンドクラン
プ⑲で固定しながら配線する。

（10）�接続コード⑱をバンドクランプ⑲で固
定しながら配線する。

バッテリーの⊖ケーブルを接続した状
態で、舵角センサーのコードを接続し、
IG-ONでスパイラルケーブルを回すと舵
角センサーが使用不可になります。

注 意

・バッテリーの⊖ケーブルが外れている
ことを確認してください。

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑱は、つっぱると断線の可
能性があり、膨らみすぎるとコラムカ
バーと干渉しますので、注意してくだ
さい。

・接続コード⑱がかみ込まないように注
意して配線してください。

・接続コード⑱は、スパイラルケーブル
用ハーネスの内側を通し、配線してく
ださい。

・接続コード⑱の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

注 意

・余長分となった接続コード⑱は、かみ
込まないように束ねてバンドクランプ
⑲を使用して固定してください。

・接続コード⑱の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

注 意
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車両前
バッテリー電源コード

アースコード

IG電源コード

⑱接続コード

⑳ハーネス固定テープ
（11）�接続コード⑱およびバッテリー電源

コード、IG電源コード、アースコードを
ハーネス固定テープ⑳で固定しながら
オーディオ開口部まで配線する。

・アースコードの配線要領

（１）	アースコードをハーネス固定テープ⑳
で固定しながら配線する。

車両前

アースコード

⑳ハーネス固定テープ

・分岐コネクターの使用方法	

接続コードの分岐コネクター

車両側コネクター

�または��電源サブハーネス

接続コードの分岐コネクター

車両側コード

�または����電源サブハーネスの分岐コネクター

■  電源サブハーネスを使用する場合
■  電源サブハーネスを使用する場合

（1）� 車両側電源コードの線径に合わせて電
源サブハーネス�または�を接続す
る。

（2）� 車両側電源コードに電源サブハーネス
�または�をかみ込ませる。

接続コード⑱の配線については「車種別
取付要領書」を参照してください。

注 意

ハーネス固定テープ⑳は、はさみ等で切っ
て使用してください。

アドバイス

電源サブハーネス使用の有無について
は、「車種別取付要領書」を参照してくだ
さい。

注 意

アースコードの配線については「車種別取
付要領書」を参照してください。

アドバイス
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分岐コネクター

車両側コード

車両側コネクター

■  電源サブハーネスを使用しない場合■  電源サブハーネスを使用しない場合
（3）� 車両側電源コードに接続コード⑪また

は接続コード⑱の分岐コネクターをか
み込ませる。

車両側コード

ロックする

分岐コネクター

プライヤー

分岐コネクター ヒューズ

■  共通

⑳ハーネス固定テープ ⑳ハーネス固定テープ

・	車両側コードのビニール等がジョイン
トの邪魔になる場合は、ニッパ等でビ
ニール等に切れ込みを入れて作業を
行ってください。分岐コネクター接続
後、切り込み部分にテープを巻いて絶
縁処理してください。

・	仮止めロックは片側にしかついていな
いため、本止めのロックが上下合わさ
るところで「カチッ」と音がするまで
確実にプライヤーでロックしてくださ
い。
	 取り付けた後、車両側コードを軽く
引っ張って断線していないことを確認
してください。

・	分岐コネクター接続後、テープを巻き
付けて分岐コネクターおよびヒューズ
を保護してください。

・	取り外す場合は、分岐コネクターを付
けたまま接続コードを30mm 残して切
り離し、テープ等で絶縁処理してくだ
さい。

注 意

（4）� プライヤー等でロックがかかるまで�
はさみ込む。

ヒンジが折れた場合でも性能に影響がな
いため使用可能です。

アドバイス
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ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM002

車両前

車両前

①

余長箇所

⑯接続コード

⑲バンドクランプ ×２

⑳ハーネス固定テープ

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM004

車両前

車両前

車両前
車両前

車両前

①

⑲バンドクランプ ×３

⑳ハーネス固定テープ

ヒューズ ×２

ヒューズ ×２

⑯接続コード

⑯接続コード
 　（10P メス）

舵角センサー（既設）の
コネクター

車両コネクター

舵角センサー（既設）
のコネクター

舵角センサーへ

⑯接続コード（５Pオス）

■  08695-00K50、08695-00K60の場合

（3）� 接続コード⑯をバンドクランプ⑲およ
びハーネス固定テープ⑳で固定しなが
ら配線する。

（1）� �舵角センサーのコネクター（車両ハー
ネス）に接続コード⑯を接続する。

（2）� スパイラルケーブルの車両コネクター
を戻し、接続コード⑯をバンドクラン
プ⑲およびハーネス固定テープ⑳で固
定しながら配線する。

余長分となった接続コード⑯は、かみ込
まないように束ねてバンドクランプ⑲を
使用して固定してください。

注 意

ハーネス固定テープ⑳は、はさみ等で切っ
て使用してください。

アドバイス

バッテリーの⊖ケーブルを接続した状
態で、舵角センサーのコードを接続し、
IG-ONでスパイラルケーブルを回すと舵
角センサーが使用不可になります。

注 意

・バッテリーの⊖ケーブルが外れている
ことを確認してください。

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑯は、つっぱると断線の可
能性があり、膨らみすぎるとコラムカ
バーと干渉しますので、注意してくだ
さい。

・接続コード⑯がかみ込まないように注
意して配線してください。

・接続コード⑯は、スパイラルケーブル
用ハーネスの内側を通し、配線してく
ださい。

・接続コード⑯の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

・コネクターの固定場所は「車種別取付
要領書」を参照してください。

注 意
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ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

車両前

①

車両前

�バンドクランプ
⑯接続コード

ヒューズ

⑳ハーネス固定テープ

（4）� 接続コード⑯をバンドクランプ⑲で固
定しながらオーディオ開口部まで配線
する。

ハーネス固定テープ⑳を巻き付けて
ヒューズを保護してください。

アドバイス
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車両前

車両前

ツメを引っ張る

エアバッグ用コネクター

スパイラルケーブル用コネクター

コラムアッパーカバー

コラムロワカバー

車両前

舵角センサーのコネクター

（1）� コラムカバーを取り外す。

（2）� スパイラルケーブルのコネクター（２
箇所）を取り外す。

（3）� 舵角センサーのコネクター（車両ハー
ネス）を取りはずす。�

■  08695-00501、08695-00521、08695-00J41
の場合

脱着要領は車種により異なりますので、
「車種別取付要領書」を参照してください。

アドバイス

エアバッグシステムはバックアップ電源
を備えているため、バッテリーの⊖ター
ミナルを外してから90秒経過しないうち
に作業を開始するとエアバッグが作動す
る可能性があります。作業開始はバッテ
リーの⊖ターミナルを外した後、90秒以
上経過してから開始してください。	

注 意

エアバッグ用コネクター（黄色）は、コネ
クターのツメを引っ張りながら取り外し
てください。

注 意
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車両前

接続コード⑩または⑫

（4）� 舵角センサーに接続コード⑩または⑫
を接続する。

車両前

ワイパースイッチ

車両前

車両ハーネス AVNへ

舵角センサーへ

舵角センサーへ

舵角センサーのコネクター

10Pメス

10Pオス

接続コード
�両面テープ（大）

⑳ハーネス固定テープ

接続コード
⑩または⑫

（5）� 舵角センサーと車両ハーネスの間
に接続コード⑩または⑫を接続す
る。�

（6）� 接続したコネクターをワイパースイッ
チ裏に両面テープ（大）�およびハーネ
ス固定テープ⑳で固定する。

・�接続コード⑩または⑫は、スパイラル
ケーブル用ハーネスの内側を通し配線
してください。

・�コラムカバーが復元できるように、配
線が膨らみすぎないように配線してく
ださい。

注 意

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑩または⑫は、つっぱると
断線の可能性があり、膨らみすぎると
コラムカバーと干渉しますので、注意
してください。

・接続コード⑩または⑫がかみ込まない
ように注意して配線してください。

・�接続コード⑩または⑫は、車両ハーネ
スの内側を通し配線してください。

・�コラムカバーと干渉しないことを確認
し、確実にコラムカバーを復元してく
ださい。

・�気温が低い（20℃以下）と両面テープの
粘着力が弱まります。ドライヤー等を
使用し、粘着面を暖めてから貼り付け
てください。			 

・�接続コード⑩または⑫の配線について
は「車種別取付要領書」を参照してくだ
さい。

・�コネクターの固定場所は、車種により
異なります。「車種別取付要領書」を参
照してください。

注 意

�貼り付け位置付近は、水分、油分を十分に
ふき取ってください。

アドバイス



9.周辺モニター-179 Ｆ１４０６１１

車両前

車両前

1.5〜2回転
巻き付ける

車両ハーネス

⑲バンドクランプ

��舵角センサー

※

接続コード⑩または⑫

接続コード⑩または⑫

（8）� 接続コード⑩または⑫をテープで固定
しながら配線する。

（9）� 接続コードをバンドクランプ⑲で固定
しながら配線する。

車両ハーネス

車両前

（7）� スパイラルケーブルに車両ハーネスを
戻す。

接続コード⑩または⑫の配線については
「車種別取付要領書」を参照してくださ
い。

注 意

・ステアリングコラムロワカバー復元
時、接続コードおよび車両ハーネスが
舵角センサー（※部）を下から押さえつ
けないよう接続コードを確実に固定し
てください。左図の様に配線を行わな
いと、舵角センサーの不具合発生につ
ながり、故障の原因になる恐れがあり
ます。

・最初の固定場所がテープの場合は、1.5
〜 2回転テープを巻き付けてくださ
い。	

・接続コード⑩または⑫の配線について
は「車種別取付要領書」を参照してくだ
さい。

注 意

接続コード⑩または⑫は、車両用ハーネ
スの内側を通して配線してください。

注 意



9.周辺モニター-180 Ｆ１４０６１１

車両前

車両前

配線に余裕を持たす

配線がつっぱらないこと

良い例

悪い例

車両前

車両前

⑳ハーネス固定テープ

接続コード⑩または⑫

⑲バンドクランプ×4

接続コード⑩または⑫

（10）�接続コード⑩または⑫をバンドクラン
プ⑲で固定しながら配線する。

（11）�接続コード⑩または⑫をハーネス固定
テープ⑳で固定しながらオーディオ取
り付け位置まで配線する。

�接続コード⑩または⑫の配線については
「車種別取付要領書」を参照してくださ
い。

注 意

接続コード⑩または⑫の配線については
「車種別取付要領書」を参照してくださ
い。

注 意

左図の悪い例のように配線がつっぱらな
いように、少し余裕を持たせてテープで
固定してください。

注 意



9.周辺モニター-181 Ｆ１４０６１１

車両前

バンドクランプ ×2

ヒューズ ×２

⑰接続コード

舵角センサー（既設）
のコネクター

スパイラルケーブルのコネクターバッテリー

バッテリーの⊖ケーブルが付いた状態でスパイラルケーブルのコネクター抜き差ししない。

■  08695-00J31の場合

舵角センサー（既設）
のコネクター

⑰接続コード（10Pオス）

舵角センサーへ

接続コード（10P メス）

車両前

⑲バンドクランプ×２

⑰接続コード（10Pメス）

（1）� 舵角センサーのコネクター（車両ハー
ネス）に接続コード⑰（10Pオス）を接続
する。

（2）� スパイラルケーブルの車両コネクター
を戻し、接続コード⑰をバンドクラン
プ⑲およびハーネス固定テープ⑳で固
定しながら配線する。

・バッテリーの⊖ケーブルが外れている
ことを確認してください。

・チルト機構、ワイパーレバーやテレス
コなどの動作を妨げないように注意し
てください。

・接続コード⑰は、つっぱると断線の可
能性があり、膨らみすぎるとコラムカ
バーと干渉しますので、注意してくだ
さい。

・接続コード⑰がかみ込まないように注
意して配線してください。

・接続コード⑰は、スパイラルケーブル
用ハーネスの内側を通し、配線してく
ださい。

・接続コード⑰の配線については「車種
別取付要領書」を参照してください。

・コネクターの固定場所は「車種別取付
要領書」を参照してください。

注 意



9.周辺モニター-182 Ｆ１４０６１１

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

132A-BGM002

車両前

車両前

①

余長箇所

⑰接続コード

⑲バンドクランプ ×２

⑳ハーネス固定テープ

ハーネス固定テープ

保護シート
（2 0×50mm）×２

車両前

①

車両前

⑲バンドクランプ
⑰接続コード

ヒューズ

⑳ハーネス固定テープ

（3）� 接続コード⑰をバンドクランプ⑲およ
びハーネス固定テープ⑳で固定しなが
ら配線する。

（4）� 接続コード⑰をバンドクランプ⑲で固
定しながらオーディオ開口部まで配線
する。

・��イグニッションON位置でコンビネーションメーターのインジケータ類（エアバック、ABS、VSC、
4WDなど）が異常点灯または不灯がないことを確認してください。
	 作業前とインジケータ類の点灯が同じであることを確認してください。
・ホーンが正常に吹鳴することを確認してください。�

取付完了後

余長分となった接続コード⑰は、かみ込
まないように束ねてバンドクランプ⑲を
使用して固定してください。

注 意

ハーネス固定テープ⑳は、はさみ等で切っ
て使用してください。

アドバイス

ハーネス固定テープ⑳を巻き付けて
ヒューズを保護してください。

アドバイス



9.周辺モニター-183 Ｆ１５０６１７

錘重のひも
ナンバープレート
取付ボルト穴

車両前

型紙

ひも

中心を合わす

・ターゲットバー調整方法

半分に折る

ターゲットバー

バックガイドモニター線調整方法

■  バックガイドモニターの場合
（1）	 錘重のひもをナンバープレート取付ボ

ルト穴の中心に合わせ、錘重の先端が
地面に垂直に接する位置で、錘重のひ
もを車両ボデーに固定する。

（2）	 錘重の先端を型紙のライセンスプレー
トボルト位置（L、R）に合わす。

（3）	 ターゲットバーを半分に折る。

・■除く、08695-00F91、08695-00H31、
	 08695-00J41、08695-00J51、
	 08695-00K31、08695-00K60、
	 08695-00K90の場合、ターゲットバー
はバックモニターまたはマルチビュー
バックガイドモニター、全周囲モニ
ター、車両通信接続ハーネスに同梱され
ているターゲットバーを使用してくだ
さい。

・※ターゲットバーが無い場合は、20mm
×2000mm程度の紙テープ等での代用
が可能です。

アドバイス

型紙はP.219の“ターゲットバー位置合わ
せ用型紙”をコピーして使用してください。

アドバイス



9.周辺モニター-184 Ｆ１４０６１１

型紙の横ラインと
ターゲットバーを
重ねる

車両前

型紙の横ラインとターゲットバー
を重ねる

車両前

テープ

型紙

型紙

センターと折り目を
合わせる

ターゲットバー

ターゲットバー

（4）	 型紙をテープで固定する。
（5）	 型紙の横ラインとターゲットバーを重

ねる。

車両前

テープ
型紙

1m

1m

ターゲットバー

（6）	 ターゲットバーの両端をテープで固定
する。

輪止め等

車両前

1ｍ
型紙合わせ位置

（7）	 車両後輪の前側に輪止め等を置く。
（8）	 輪止め等を置いた位置から、１m前方

の位置に輪止め等を置く。
（9）	 車両を前方に移動し、輪止め等に車両

後輪が当たるまで移動する。

ターゲットバーの折り目と型紙のセン
ターを合わせてください。

アドバイス

型紙の横ラインとターゲットバーがきち
んと重なっていることを確認してくださ
い。

アドバイス

ステアリングホイール位置、タイヤ角度
が中立位置（ステアリングホイール直進
状態）を目視で確認してから車両を移動
させてください。

注 意



9.周辺モニター-185 Ｆ１４０６１１

錘重

車両前

1ｍ

車両前

＊

＊

＊�印の距離が左右同じになるように
ターゲットバーを調整する

ターゲットバー

ターゲットバー

（10）	車両後端部（錘重の先端部）からター
ゲットバーまでの距離が1ｍであるこ
とを確認する。

（11）	輪止め等からターゲットバーまでの寸
法を測定する。

・輪止め等からターゲットバーまでの寸
法が左右同じになるようにターゲット
バーを調整してください。

・車両とターゲットバーを平行にするた
めの作業なので、正確に作業を行って
ください。

・車両とターゲットバーが平行でないと
予想進路線が正しく表示されません。

注 意



9.周辺モニター-186 Ｆ１５０６１７

錘重のひも
ナンバープレート
取付ボルト穴

車両前

型紙

ひも

中心を合わす

■  マルチビューバックガイドモニターの場合

（1）	 錘重のひもをナンバープレート取付ボ
ルト穴の中心に合わせ、錘重の先端が
地面に垂直に接する位置で、錘重のひ
もを車両ボデーに固定する。

（2）	 錘重の先端を型紙のライセンスプレー
トボルト位置（L、R）に合わす。

半分に折る

ターゲットバー

（3）	 ターゲットバーを半分に折る。

型紙はP.219の“ターゲットバー位置合
わせ用型紙”を２枚コピーして使用してく
ださい。

アドバイス

・■除く、08695-00F91、08695-00H31、
	 08695-00J41、08695-00J51、
	 08695-00K31、08695-00K60、
	 08695-00K90の場合、ターゲットバー
はバックモニターまたはマルチビュー
バックガイドモニター、全周囲モニ
ター、車両通信接続ハーネスに同梱され
ているターゲットバーを使用してくだ
さい。

・※ターゲットバーが無い場合は、20mm
×2000mm程度の紙テープ等での代用
が可能です。

アドバイス



9.周辺モニター-187 Ｆ１４０６１１

輪止め等

車両前

0.5ｍ

１m型紙合わせ位置

車両前

テープ
型紙

1m

1m

ターゲットバー

型紙の横ラインと
ターゲットバーを
重ねる

車両前

型紙の横ラインとターゲットバー
を重ねる

車両前

テープ

型紙

型紙

センターと折り目を
合わせる

ターゲットバー

ターゲットバー

（4）	 型紙をテープで固定する。
（5）	 型紙の横ラインとターゲットバーを重

ねる。

（6）	 ターゲットバーをテープで固定する。

（7）	 車両後輪の前側に輪止め等を置く。
（8）	 輪止め等を置いた位置から、0.5m前方

の位置に輪止め等を置く。
（9）	 車両を前方に移動し、輪止め等に車両

後輪が当たるまで移動する。

ステアリングホイール位置、タイヤ角度
が中立位置（ステアリングホイール直進
状態）を目視で確認してから車両を移動
させてください。

注 意

ターゲットバーの折り目と型紙のセン
ターを合わせてください。

アドバイス

型紙の横ラインとターゲットバーがきち
んと重なっていることを確認してくださ
い。

アドバイス



9.周辺モニター-188 Ｆ１４０６１１

テープ

錘重のひも ナンバープレート
取付ボルト穴

中心を合わす

車両前

型紙

車両前
１mライン型紙

0.5mライン型紙

（10）	錘重のひもをナンバープレート取付ボ
ルト穴の中心に合わせ、錘重の先端が
地面に垂直に接する位置で、錘重のひ
もを車両ボデーに固定する。

（11）	錘重の先端を型紙のライセンスプレー
トボルト位置（L、R）に合わす。

輪止め等

車両前

0.5ｍ

0.5m型紙合わせ位置

（12）	車両後輪の前側に輪止め等を置く。
（13）	輪止め等を置いた位置から、0.5m前方

の位置に輪止め等を置く。
（14）	車両を前方に移動し、輪止め等に車両

後輪が当たるまで移動する。

マルチビューバックガイドモニターの
ターゲットバー調整方法では、型紙を２枚
使用します。

アドバイス

ステアリングホイール位置、タイヤ角度
が中立位置（ステアリングホイール直進
状態）を目視で確認してから車両を移動
させてください。

注 意



9.周辺モニター-189 Ｆ１４０６１１

錘重

車両前

1ｍ

車両前

＊

＊

＊�印の距離が左右同じになるように
ターゲットバーを調整する

ターゲットバー

ターゲットバー

（15）	車両後端部（錘重の先端部）からター
ゲットバーまでの距離が1ｍであるこ
とを確認する。

（16）	輪止め等からターゲットバーまでの寸
法を測定する。

・輪止め等からターゲットバーまでの寸
法が左右同じになるようにターゲット
バーを調整してください。

・車両とターゲットバーを平行にするた
めの作業なので、正確に作業を行って
ください。

・車両とターゲットバーが平行でないと
予想進路線が正しく表示されません。

注 意



9.周辺モニター-190 Ｆ１４０６１１

・バックガイドモニター線調整方法

ヘルプネット通報履歴

舵角調整

A-001

ツメ×9

車両データ確認（バックガイドモニター）

データバージョン

VER13.90

既に設定済みの車種

2013年12月現在

戻る

未設定

車種選択

❷

ヘルプネット通報履歴

追加車種

A-001

ツメ×9

車種選択Ⅰ（バックガイドモニター）

アクア

戻る

アベンシス

アイシス

iQ

目的の車種が無い場合　⇒

❸

（2）� �「車両データ確認（バックガイドモニ
ター）」画面を表示させる。

（3）�「車両データ確認（バックガイドモニ
ター）」画面の❷「車種選択」をタッチ
し、「車種選択Ⅰ（バックガイドモニ
ター）」画面を表示させる。

（4）�「車種選択Ⅰ（バックガイドモニター）」
画面の❸（例「アイシス」）をタッチし、
「車種選択Ⅱ」画面を表示させる。

・「車種選択Ⅰ（バックガイドモニター）」
画面での車種選択は、搭載する車両を選
んでください。

・�該当する車種がない場合はP.195から
の「車両選択」画面に車種または車両タ
イプがない場合の要領を参照してくだ
さい。

アドバイス

カメラ設定への移行方法は機種により異
なります。「各機種の品目概要」を参照の
上、行ってください。

注 意

（1）�「カメラ設定」画面の�
❶ をタッチす
る。

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

2/4

❶



9.周辺モニター-191 Ｆ１４０６１１

ヘルプネット通報履歴

追加車種

A-001

ツメ×9

車種選択Ⅱ 戻る

電気ＰＳ　04.9〜

アイシス

油圧ＰＳ　04.9〜

目的の車種が無い場合　⇒

（5）�「車種選択Ⅱ」画面の該当するタイプ❹
（例「電気PS�04.9～」をタッチし、「舵角
調整」画面を表示させる。

・該当するタイプは車種により異なりま
すので「車種別取付要領書」を参照して
ください。

・�該当する車種がない場合はP.195から
の「車両選択」画面に車種または車両タ
イプがない場合の要領を参照してくだ
さい。

アドバイス

❹
❹（例「電気PS 04.9～」）をタッチしても
「舵角調整」画面が表示しない場合は、舵
角センサーの異常が考えられるため、舵
角センサーハーネスの接続を確認してく
ださい。

注 意

■  �BGMハーネスを装着した場合

■  �車両通信接続ハーネスを装着した場合

・BGMハーネスを装着した場合は、		
「…（シリアル接続）」を選択してくださ
い。

・グレード等の選択は、「車種別取付要領
書」を参照してください。

アドバイス

・車両通信接続ハーネスを装着した場合
は、「…（CAN接続）」を選択してくださ
い。

・グレード等の選択は、「車種別取付要領
書」を参照してください。

アドバイス

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

BGMハーネスを装着した場合
「シリアル接続」を選択する

追加車種

車種選択Ⅱ 戻る

ECO・Ｓ・Ｇグレード　　09.5〜（シリアル接続）

ECO・Ｓ・Ｇグレード　　09.5〜（ＣＡＮ接続）

Ｓ・Ｇツーリング（レザー） 09.5〜（シリアル接続）

Ｓ・Ｇツーリング（レザー） 09.5〜（ＣＡＮ接続）

プリウス

目的の車種が無い場合　⇒

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

車両通信接続ハーネスを装着した場合
「CAN接続」を選択する

追加車種

車種選択Ⅱ 戻る

ECO・Ｓ・Ｇグレード　　09.5〜（シリアル接続）

ECO・Ｓ・Ｇグレード　　09.5〜（ＣＡＮ接続）

Ｓ・Ｇツーリング（レザー） 09.5〜（シリアル接続）

Ｓ・Ｇツーリング（レザー） 09.5〜（ＣＡＮ接続）

プリウス

目的の車種が無い場合　⇒



9.周辺モニター-192 Ｆ１４０６１１

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

舵角調整

VER 00100          10戻る 次へ

舵角中立点記憶 最大舵角記憶

❺

（6）� ステアリングホイール位置を中立位置
（ハンドル直進状態）にしてから、「舵
角調整」画面の❺「舵角中立点記憶」を
タッチする。

・ステアリングホイール位置が中立位置
でない状態で❺「舵角中立点記憶」を
タッチすると、次の作業で記憶される
最大舵角値が左右で異なる値となり進
路線が正しく表示されません。必ずス
テアリングホイール位置が中立位置で
❺「舵角中立点記憶」をタッチしてくだ
さい。

�・ステアリングホイール位置、タイヤ角
度を目視で確認してから作業を行って
ください。

注 意

車両前

ステアリングホイール中立位置
（ハンドル直進状態）

■  共通

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

舵角調整

VER 00100          10戻る 次へ

舵角中立点記憶 最大舵角記憶

❻

❼

（7）� ステアリングホイールを左にロックす
るまで回す。

（8）� ステアリングホイールを右にロックす
るまで回す。

（9）� ステアリングホイールを中立位置に戻
す。

ステアリングホイールを回す方向は（左回
り、右回り）どちらを先に回しても問題あ
りません。

アドバイス

（10）�「舵角調整」画面の❻「最大舵角記憶」を
タッチし、「バックカメラ光軸調整」画
面を表示させる。

設定値が既に記憶されている場合は❼「次
へ」をタッチし、「バックカメラ光軸調整」
画面を表示させることができます。

アドバイス



9.周辺モニター-193 Ｆ１４０６１１

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

後方１ｍラインとターゲットバーが
重なっていることを確認する

確認画面

電気ＰＳ　04.9〜戻る 完了

アイシス

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

調整可能範囲（緑色の枠）
基準位置（赤色の枠）

バックカメラ光軸調整

戻る 次へ

回転/左右上下位置調整モード

ターゲットバー

ターゲットバー

基準位置（赤色の枠）調整可能範囲（緑色の枠）

基準位置（赤色の枠）

調整可能範囲（緑色の枠）

※

※左右の長さを同じにする

❽

ターゲットバー

※

❾

（11）�「バックカメラ光軸調整」画面の調整可
能範囲（緑色の枠）にターゲットバーが
入っていることを確認する。

（12）�「バックカメラ光軸調整」画面の矢印
キー（ 、 、 、 、 、 ）を
操作し、基準位置（赤色の枠）の中央に
ターゲットバーが納まるように合わせ
る。

（13）�「バックカメラ光軸調整」画面の❽「次
へ」をタッチし「確認画面」を表示させ
る。

（14）�「確認画面」の後方１mラインとター
ゲットバーが重なっていることを確認
する。

基準位置（赤色の枠）の幅がターゲット
バーより短い場合は、ターゲットバーの
はみ出し部分が左右共に同じ長さになる
ように調整してください。

注 意

ターゲットバーと後方1ｍラインが重
なっていない場合は、［進路線が正しく表
示されない。］［駐車ガイドが正しく表示
されない。］などの不具合がおこります。
この場合は、❾「戻る」をタッチし、ター
ゲットバーの再調整を行ってください。

注 意

調整可能範囲外（緑色の枠外）にターゲッ
トバーがある場合は、カメラの角度、もし
くは車種選択が間違っている可能性があ
ります。もう一度最初からやり直してく
ださい。

注 意



9.周辺モニター-194 Ｆ１４０６１１

ヘルプネット通報履歴

電気ＰＳ　04.9〜

A-001

ツメ×9

確認画面

戻る 完了

アイシス

ヘルプネット通報履歴

電気ＰＳ　04.9〜

A-001

ツメ×9

確認画面

戻る 完了

アイシス

�

�
�

（15）�ステアリングホイール位置が中立位置
（ステアリングホイール直進状態）で�
『車幅延長線（緑色）』と�『進路線（黄
色）』が重なっていることを確認する。

『車幅延長線（緑色）』が見えている場合
は、ステアリングホイールの中心位置（舵
角中立点記憶）が合っていません。もう
一度、舵角中立点記憶の作業（５）〜（12）
をやり直してください。

注 意

（16）�ステアリングホイールを左右に回すと
�『進路線（黄色）』も動くことを確認す
る。

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

確認画面

電気ＰＳ　04.9〜戻る 完了

アイシス

■  バックガイドモニターの場合�

�

（17）�「確認画面」の�（表示された車種と車
両タイプ）が、実際の車両と合っている
かを確認する。

（18）�「確認画面」の�（「完了」または終了）を
タッチし、ダイアグ検査メニュー画面
に戻り、AVNの（画質消）ボタンを長押
しし、終了する。

「完了」をタッチした後、20～30秒はACC
をOFFにしないでください。設定値が保
存されません。

注 意

画面は、機種により異なる場合がありま
す。

アドバイス



9.周辺モニター-195 Ｆ１４０６１１

■  マルチビューバックガイドモニターの場合

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

確認画面

電気ＰＳ　04.9〜戻る 次へ

アイシス

�

�

（19）�「確認画面」の�（表示された車種と車
両タイプ）が、実際の車両と合っている
かを確認する。

（20）�「確認画面」の�「次へ」をタッチし、「調
整初期化の確認」画面を表示させる。

以降のマルチビューバックガイドモニ
ター線の調整方法については、P.200か
らの要領を参照してください。

アドバイス

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

画面入力

車両データ入力方法選択 戻る

注意

「画面入力」を誤ると、ＢＧＭに異常が発生し
事故の原因になる場合があります

「SDカード入力」を推奨します

車両データ入力方法を選択してください

SDカード入力

■  「車種選択」画面に車種または車両タイプ
がない場合

■「SDカード入力」を選択した場合

ヘルプネット通報履歴

追加車種

A-001

ツメ×9

車種選択Ⅰ（バックガイドモニター）

アクア

戻る

アベンシス

アイシス

iQ

目的の車種が無い場合　⇒

❶

（1）�「車種選択Ⅰ（バックガイドモニター）」
画面の❶「追加車種」をタッチし、「車両
データ入力方法選択」画面を表示させ
る。

（2）�「車両データ入力方法選択」画面の❷
「SDカード入力」をタッチする。

❷

左図のイラストは「車種選択Ⅰ（バックガ
イドモニター）」の画面ですが、「車種選択
Ⅱ」画面の場合も同様に作業を行ってくだ
さい。

アドバイス

・車両データは、MU-BOXに接続してダ
ウンロードを行ってください。

・SDカードを用意してください。

アドバイス



9.周辺モニター-196 Ｆ１４０６１１

サービス検査画面への移行方法は機種に
より異なります。「各機種の品目概要」を
参照の上、行ってください。

注 意

�再度P.190からの要領を参照し、車種選
択→舵角調整→バックカメラ光軸調整を
行ってください。

アドバイス

（3）� ❸（「OK」または確認）をタッチしダイ
アグ検査メニューを終了させ、オー
ディオ画面またはナビ画面を表示させ
る。

（4）� 車両データが格納されているSDカー
ドを「Audio� SD」と記載のスロットに
挿入する。

❸ 画面やスロットの名称は、機種により異な
る場合があります。

アドバイス

（5）� ナビゲーションにSDカードを挿入した
まま、サービス検査画面を表示させる。

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

車種別取付要領書を確認する

車両データ入力 戻る

完了VGRS ON

1

2

3

4 Ｄ556

Ｃ153

5

6

7

8

9

10

11 16

12

13

14
15

17

18

19
20

CRC=

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

画面入力

車両データ入力方法選択 戻る

注意

「画面入力」を誤ると、ＢＧＭに異常が発生し
事故の原因になる場合があります

「SDカード入力」を推奨します

車両データ入力方法を選択してください

SDカード入力

■  「画面入力」を選択した場合

■ 「車種別取付要領書」のCRCコード一覧に
�、�が記載されている車両の場合

❹

❺

（6）�「車両データ入力方法選択」画面の❹
「画面入力」をタッチし、「車両データ入
力」画面を表示させる。

（7）�「車両データ入力」画面の❺「VGRS」
をタッチし、VGRSを「ON」にし、「19」,
「20」を表示させる。

「画面入力」は手入力のため入力を誤る
と、バックガイドモニターに異常が発生
し事故の原因になる可能性があります。
「SDカード入力」を推奨します。

注 意

CRCコード�、�の有無は車両により異
なります。「車種別編取付要領書」を参照し
てください。

アドバイス



9.周辺モニター-197 Ｆ１４０６１１

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

車両データ入力 戻る

完了VGRS OＦＦ

1

2

3

4 Ｄ556

Ｃ153

5

6

7

8

9

10

11 16

12

13

14
15

17

18

CRC=

❻

■ 共通

（8）�「車両データ入力」画面の❻「１」をタッ
チし、「入力画面」を表示する。

表示画面は、VGRSが「OFF」のときの画面
です。VGRSが「ON」の場合は、�、�が表
示されます。

アドバイス

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

入力画面 戻る

修正

完了

初期状態

1

0

4

7

2

.

5

8

3

E

6

9

ー

1）旋回特性係数（a1）

ー2.23456Ｅ－8_

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

車両データ入力 戻る

完了VGRS OＦＦ

1

2

3

4 Ｄ556

Ｃ153

5

6

7

8

9

10

11 16

12

13

14
15

17

18

CRC=

入力済みのボタンは色が変わっている

未入力状態 CRCコード
（4桁コード）

❼

（9）� 入力キーを押して設定値を入力する。
（10）�❼（「完了」または終了）をタッチし、「車

両データ入力」画面を表示させる。

（11）�設定値を入力後、ボタンの色が変わっ
ていること、CRCコード（４桁コード）
が表示されていることを確認してくだ
さい。

・画面は、機種により異なる場合があります。
・設定値は車種により異なります。「車種
別編取付要領書」を参照してください。

・�1項目と同様に2〜�項目も設定値を
入力してください。
	（VGRSが「ON」の場合は、�、�も設定
値を入力してください。）

アドバイス

車種によりCRCコードは異なります。
「車種別編取付要領書」を参照してくださ
い。

アドバイス



9.周辺モニター-198 Ｆ１４０６１１

CRCコードに間違いがあると、バックガ
イドモニターに異常が発生し事故の原因
となります。必ずCRCコードに間違い
がないかチェックしてください。	

注 意

車種によりCRCコードは異なります。「車
種別編取付要領書」を参照して、全19箇所
（❽および1～�）のCRCコードをチェッ
クしてください。
（VGRSが「ON」の場合は、全21箇所（❽お
よび1～�）のCRCコードをチェックし
てください）

アドバイス

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

車両データ入力 戻る

完了VGRS OＦＦ

1

2

3

4 Ｄ556

76Ｄ7

ＡＣＦ5

2361

524Ｄ

1611

2672

0630

ＡＣＦ5

5695

Ｂ75Ｂ

0630

5695

Ｃ9Ｃ5 Ｃ153

5695

66Ｆ6

1611

5

6

7

8

9

10

11 16

12

13

14
15

17

18

CRC=9951

❽ （12）�全ての項目に設定値を入力し、全ての
ボタン（1～�）の色が変わっている
ことを確認してください。（VGRSが
「ON」の場合は、1～�を確認してくだ
さい）

（13）�❽（全項目確認CRCコード）にCRC
コードが「車種別編取付要領書」の全項
目確認CRCコードと合っていること
を確認してください。

■  全項目CRCコードが合っている場合

■  全項目CRCコードが間違っている場合

・�画面は、機種により異なる場合がありま
す。

・「舵角調整」画面はP.192を参照してく
ださい。

アドバイス
ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

車両データ入力 戻る

完了VGRS OＦＦ

1

2

3

4 Ｄ556

76Ｄ7

ＡＣＦ5

2361

524Ｄ

1611

2672

0630

ＡＣＦ5

5695

Ｂ75Ｂ

0630

5695

Ｃ9Ｃ5 Ｃ153

5695

66Ｆ6

1611

5

6

7

8

9

10

11 16

12

13

14
15

17

18

CRC=9951

❾

（1）	 ❾（「完了」または終了）をタッチし、「舵
角調整」画面を表示させる。

（1）	 個別項目CRCコード（1～�）のどれか
が間違っている為、「車種別編取付要領
書」の個別項目CRCコードと合ってい
るか確認する。（VGRSが「ON」の場合
は、1～�）

（2）	 個別項目 CRCコード（1～�）の間
違っている項目について再入力する。
（VGRSが「ON」の場合は、1～�）



9.周辺モニター-199 Ｆ１４０６１１

・「いいえ」を選んだ場合

・「はい」を選んだ場合

■  バッテリー⊖ターミナルを外した場合

ヘルプネット通報履歴

A-001

ツメ×9

新しいクルマにのせかえると
正しく動作しない機能があります
販売店で設定している項目を初期化し
再起動します
初期化後は再度設定を行ってください

ＯＫ

（1）� 既にバックガイドモニターの設定が完
了している状態で、一度バッテリー⊖�
ターミナルを外す。

（2）� 再度バッテリー⊖ターミナルを接続
し、ナビゲーションを起動すると左図
のメッセージが表示される。

（3）� 地図画面に戻る。

（4）� ❶（「OK」または確認）をタッチすると
リセットがかかります。

（5）　ガイド線を正確に表示させるために、�
車種・車両タイプに対応したデータを�
再設定してください。

❶
�画面は、機種により異なる場合がありま
す。

アドバイス

�リバースをONにしてもガイド線は表示
されません。

アドバイス



9.周辺モニター-200 Ｆ１４０６１１

（１）

（２）

（３）

ターゲットバーを１m位置から0.5m
位置に移動する。
車両後端部（錘重の先端部）からター
ゲットバーまでの距離が0.5ｍである
ことを確認する。
輪止め等からターゲットバーまでの寸
法を測定する。

・マルチビューバックガイドモニター線調整

錘重

車両前

0.5ｍ

車両前

＊�印の距離が左右同じになるように
ターゲットバーを調整する

ターゲットバー

ターゲットバー

輪止め等

＊

＊

■  マルチビューバックガイドモニターの場合

・輪止め等からターゲットバーまでの寸
法が左右同じになるようにターゲット
バーを調整してください。

・車両とターゲットバーを平行にするた
めの作業なので、正確に作業を行って
ください。

・車両とターゲットバーが平行でないと
予想進路線が正しく表示されません。

注 意



9.周辺モニター-201 Ｆ１４０６１１

（４）バックガイドモニターの設定が終了す
ると、左図のようなメッセージが表示
されます。

（５）❶（ ）をタッチし、「2画面映像調
整」画面を表示させる。

「初期値」を押すと、設定したデータが
初期化されて同じ設定画面が表示される

「戻る」を押すと、設定したデータは
残ったまま前画面に戻る

マルチビューバックガイドモニターが接
続されていないと、左図のメッセージは表
示されません。

アドバイス

左図のメッセージが表示される場合は、
下記の場合のみです。
・初回起動時に設定を行った場合。
・バックガイドモニター設定時に車両選
  択をやり直した場合。

注 意

・下図は画面調整の流れを表しています。
・ を押すと、設定したデータが初期化されて,同じ設定画面が表示されます。
・ を押すと、設定したデータが残ったまま前画面に戻ります。
・設定ボタンを押すと、黒画面が映る場合がありますが問題ありません。

アドバイス

❶



9.周辺モニター-202 Ｆ１４０６１１

（６）「２画面映像調整」画面の矢印キー❷
（ 、 ）を操作して、上画面に映り
込んでいる柱等を垂直に立つように上
画面を調整する。

柱等が外向きに立っている

柱等が垂直に立っている

柱等が内向きに立っている
調整前

調整後

調整前

斜線部のあたりを見て
調整する

２画面映像調整

上画面と下画面の境界線（青）

青線より上画面の
調整を行う

ターゲットバー

ターゲットバーが湾曲している ・映し出し画面では、ターゲットバー端が
湾曲していますが、マルチビューバック
ガイドモニターの性質ですので問題あ
りません。

・カメラの取付位置（右、左）によってター
ゲットバーの湾曲位置が変わります。

アドバイス

左図の斜線部の画像を確認し画像調整を
行ってください。

アドバイス

上画面の映り込み画像の垂直方向調整を
行います。

アドバイス

❷

❷

❷
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「2画面映像調整」画面の矢印キー❸
（ 、 ）を操作して、下画面のター
ゲットバーと調整バー（緑色）が平行に
なるように調整する。

（７）

調整バー（緑）

ターゲットバーターゲットバーと調整バー（緑）が
平行になるように調整する

ターゲットバーと調整バー（緑）が
平行になっていることを確認する

調整前

調整後

ターゲットバーと調整バー（緑）が
平行になるように調整する

（８）「２画面映像調整」画面の❹ を
タッチし「２画面ワイドガイド線調整」
を表示させる。

青線より下画面の
調整を行う

調整前

・下画面の調整バー（緑色）の平行調整を
行います。

・車種によりターゲットバーと調整バー
（緑色）が重なる場合もあります。

アドバイス

❸

❹

❸

❸

❸
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２画面ワイドガイド線調整

（９）

（10）

「２画面ワイドガイド線調整」画面の矢
印キー❺（ 、 ）を操作して、上画面
の調整バー（赤色）をターゲットバーと
重ねる。
「２画面ワイドガイド線調整」画面の矢
印キー❺（ 、 ）を操作し、上画面調
整バーの十字部（赤色）を型紙センター
と重ねる。

調整バー
（赤）

ターゲット
バー

調整バー（赤）と
ターゲットバーが重なっている

型紙

調整バーの十字部（赤）と
型紙センターが重なっている

（11）「２画面ワイドガイド線調整」画面の❻
をタッチし「２画面俯瞰ガイド

線調整」を表示させる。

調整前

調整後

「２画面俯瞰ガイド線調整」画面の矢印
キー❼（ 、 、 、 ）を操作して、
下画面の調整バー（赤色）をターゲット
バーと重ねる。
「２画面俯瞰ガイド線調整」画面の矢印
キー❼（ 、 ）を操作して、下画面
の調整バーの十字部（赤色）を型紙セン
ターと重ねる。

（12）

（13）

調整バーの十字部（赤）と
型紙センターが重なっている

型紙

調整バー（赤）とターゲットバーが
重なっている

調整バー
（赤）

ターゲット
バー

「２画面俯瞰ガイド線調整」画面の❽
をタッチし「ワイド映像調整」を

表示させる。

（14）

調整前

調整後

２画面俯瞰ガイド線調整

上画面の調整バー（赤色）調整を行います。

アドバイス

下画面の調整バー（赤色）調整を行ってく
ださい。

アドバイス

❺

❺ ❻

❼

❼

❽
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（15）「ワイド映像調整」画面の矢印キー❾
（ 、 ）を操作して、画面に映り込
んでいる柱等を垂直に立つように画面
を調整する。

柱等が外向きに立っている

柱等が垂直に立っている

柱等が内向きに立っている調整前

調整後

調整前

斜線部のあたりを見て
調整する

ワイド映像調整

左図の斜線部の画像を確認し画像調整を
行ってください。

アドバイス

映り込み画像の垂直方向調整を行います。

アドバイス

❾

❾

❾
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（18）

（19）

「ワイドガイド線調整」画面の矢印キー
�（ 、 ）を操作して、調整バー（赤
色）をターゲットバーと重ねる。
「ワイドガイド線調整」画面の矢印キー
�（ 、 ）を操作して、上画面の調整
バー十字部（赤色）を型紙センターと重
ねる。

調整バー（赤）

ターゲットバー

調整バー十字部（赤）と
型紙センターが重なっている

型紙

調整バー（赤）と
ターゲットバーが重なっている

（20）「確認画面」の�（ または終了）を
タッチし、ダイアグ検査メニュー画面
に戻り、ナビゲーションの（画質消）ボ
タンを長押しし、終了する。

調整前

調整後

（16）「ワイド映像調整」画面の矢印キー�
（ 、 ）を操作して、画面の調整
バー（緑色）がターゲットバーと平行に
なるように調整する。

柱等が垂直に立っている

ターゲットバー

調整バー（緑）とターゲットバーが
平行になっている

ターゲットバー 調整バー（緑）

（17）「ワイド映像調整」画面の� を
タッチし「ワイドガイド線調整」を表示
させる。

調整バー（緑）
調整前

調整後

調整前

ワイドガイド線調整

・調整バー（緑色）の平行調整を行います。
・車種によりターゲットバーと調整バー
（緑色）が重なる場合もあります。

アドバイス

画面の調整バー（赤色）調整を行います。

アドバイス

�

�

�

�

�

� �

「完了」をタッチした後、20～30秒はACC
をOFFにしないでください。設定値が保
存されません。

注 意

画面は、機種により異なる場合があります。

アドバイス
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■08695-00501、08695-00521、08695-00J41の場合

車両ハーネス

6P

10Pオス
10Pメス

舵角センサー（既設）

結線方法

⑩接続コード（A）または
⑫接続コード（E）

ナビゲーションへ

■08695-00531、08695-00K31の場合

車両ハーネス

6P

5Pオス 10Pメス

ナビゲーションへ

②舵角センサー

⑬接続コード（F）

■08695-00622、08695-00H11、08695-00J91、08695-00751、08695-00H21、08695-00F91、
08695-00H31、08695-00K40、08695-00K90、08695-00K80の場合

6Pオス 8Pメス

⑮接続コード（H）車両ハーネス

6P

ナビゲーションへ
④、⑤、⑥、⑦、⑧、⑨、�
※用品スパイラルケーブルASS'Y

※用品スパイラルケーブルASS'Yは、品番により形状が異なります。

⑰接続コード（L）
車両ハーネス

6P

10Pオス 10Pメス

■08695-00J31の場合

ヒューズ

車両スパイラルケーブルASS'Y
ナビゲーションへ
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⑱接続コード（M）

IG電源へ
10Pメス

■08695-00K21の場合

アースへ

バッテリー電源へ

③舵角センサー

ヒューズ

ヒューズ

6P

ナビゲーションへ

■08695-00541の場合

車両ハーネス

6P

10Pオス 10Pメス

ナビゲーションへ

①舵角センサー

⑭接続コード（G）

■08695-00551、08695-00H91、08695-00J51の場合

⑪接続コード（C）

①舵角センサー

IG電源へ
10Pメス

アースへ

バッテリー電源へ

ヒューズ

6P

ナビゲーションへ

■  08695-00K50、08695-00K60の場合

車両ハーネス

ナビゲーションへ

ヒューズ

⑯接続コード（K）

③舵角センサー

6P

5Pオス 10Pメス
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■修理等でナビゲーションを取り外した状
態で走行する場合

ショートコネクター
６Pコネクター（オス）

（１）

（２）

接続コード⑩または⑫にテープで固定
されているショートコネクター（６Pオ
ス）を取り外す。
ナビゲーションから取り外した、接続
コード⑩または⑫の６Pコネクター（メ
ス）にショートコネクターを接続する。

6P（オス）
6Ｐ（メス）

6P（オス）

6P（メス）

ショートコネクター
６Pコネクター（オス）

接続コード
⑩または⑫

ナビゲーションを取り外した状態で走
行する場合はナビゲーションから取り
外した６Pコネクター（メス）に、必ず６P
ショートコネクター（オス）を接続してく
ださい。ショートコネクターを接続しな
いと車両側電子機器等が正常に動作しな
い恐れがあります。	

注 意

接続コード
⑩または⑫
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■  08695-00501の場合

車両
ハーネスへ

ラベル貼り付け

舵角
センサーへ

※図はハーネス側から見た図です。

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（オス） 10Pコネクター（メス）

6Pショートコネクター（オス）

赤

緑
黒

茶

灰
青
橙

赤

緑
黒

桃

橙
青

白

赤

桃
白

茶

灰

赤

黒

バックガイドモニターのシステム図

ナビゲーションへ
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■  08695-00521、08695-00J41の場合

車両
ハーネスへ

ラベル貼り付け

舵角
センサーへ

※図はハーネス側から見た図です。

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（オス） 10Pコネクター（メス）

6Pショートコネクター（オス）

橙

灰

赤

黒
緑

青

茶

赤

黒
緑

橙

桃
青

白

灰
茶

赤

桃
白

赤

黒

ナビゲーションへ
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■  08695-00531、08695-00K31の場合

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（メス）

黒
白

白
黒5Pコネクター（オス）

赤－青

白－黒

赤－青
桃－青

赤－黒
白－緑

白－黒
赤－青

桃－青

赤－黒
白－緑

車両
ハーネスへ

舵角
センサーへ

※図はハーネス側から見た図です。

ナビゲーションへ
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■  08695-00541の場合

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（メス）

白
黒

10Pコネクター（オス）

赤－黒

赤－黒
白－緑

黒
赤－黒

黄

赤－黒
白－緑

車両
ハーネスへ

舵角
センサーへ

※図はハーネス側から見た図です。

黒
赤－黒

黄

白
黒

ナビゲーションへ



9.周辺モニター-214 Ｆ１５０９１６

■  08695-00622、08695-00H11、08695-00J91、08695-00751、08695-00H21、08695-00F91、
	  08695-00H31、08695-00K40、08695-00K90、08695-00K80の場合

舵角
センサーへ

※図はハーネス側から見た図です。

車両
ハーネスへ

6Pコネクター（メス）

8Pコネクター（メス）
6Pコネクター（オス）

白

赤－青

桃－青

白－黒

赤－青

白－緑

赤－青

黒

灰

白

黒

灰
白－緑

桃－青

白－黒

ナビゲーションへ
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舵角
センサーへ

ナビゲーションへ

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（オス） 10Pコネクター（メス）

車両
ハーネスへ

白－黒

赤－青

赤－青

桃－青

白
黒

白－黒

赤－青

赤－黒

桃－青

白－緑

赤－黒

白－緑

白
黒

※図はハーネス側から見た図です。

■  08695-00J31の場合
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■  08695-00551、08695-00H91、08695-00J51の場合

舵角
センサーへ

※図はハーネス側から見た図です。

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（メス）

IG電源

バッテリー電源

アース

黄

赤－黒
黒

橙
桃

赤－黒
橙
桃

赤－黒

黄

黒

ナビゲーションへ
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舵角
センサーへ

ナビゲーションへ

6Pコネクター（メス）

10Pコネクター（メス）

白－緑

赤－青

赤－青
IG電源

白－黒

赤－青

赤－黒

赤－黒

桃－青

桃－青

アース

白－緑

バッテリー電源

※図はハーネス側から見た図です。

■  08695-00K21の場合



9.周辺モニター-218 Ｆ１４０６１１

コードＫ

舵角
センサーへ

ナビゲーションへ

6Pコネクター（メス）

5Pコネクター（オス）

10Pコネクター（メス）車両
ハーネスへ

白－黒

赤－青

赤－青

桃－青

白
黒

白－黒

赤－青

赤－黒

桃－青

白－緑

赤－黒

白－緑

白
黒

■  08695-00K50、08695-00K60の場合

※図はハーネス側から見た図です。
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このページをバインダーから外し、
コピーしたものを型紙として使用してください。

ターゲットバー位置合わせ用型紙




